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～活動の軌跡、メンバーの想い～
神戸大学ビジョン発信プロジェクトは、2019年1月から、ブランディング戦略の強化、

外部資金獲得のための戦略的情報発信及び教職員の協働意識や求心力の向上を含む学内
における機能強化実行の後押しを目的として、有志の若手職員を中心としたメンバーで
活動しています。

いよいよ、11月21日（土）13:30～ 「シンダイシンポ２０２０」が開催されます！

今年はコロナ禍の影響もありオンライン開催となるため、全国どこからでも参加でき
ます！土曜日だから…遠方だから…去年は参加できなかったみなさま！ぜひ今回を機会
にご参加ください♪

すでに「統合報告書２０２０」をお読みいただいた方も、これから読まれる方も、統
合報告書の誌面だけでは伝えきれない『神戸大（シンダイ）と創る未来』、気になりま
せんか？

今回のvo l .5は現在絶賛奮闘中の説明会班企画チームに、シンダイシンポの内容や開
催に向けて意気込み等々聞いてきました！

メンバー

◎企画チーム ◎広報チーム

谷、吉冨、関山 杉本

杉本：今日は、11月21日土曜日開催のシンダイシンポ２０２０
の企画を担当している、説明会班企画チームの３人にお
話を聞きたいと思います！よろしくお願いします。

３人：よろしくお願いします。

杉本：いよいよシンポの開催が迫ってきましたね！
進捗状況等（取材時10/28）教えてください。

関山：現在は、本番に向けた準備、リハーサルが主となっていま
す。配信による開催方法についても方針が決まり、具体的
な準備を行っている状況です。

谷：細かい部分で見落としがないかの確認が主ですね。

吉冨：私は、リハーサルの台本の作成もしています。

杉本：直前、という感じですね～、わくわくします。
今年のテーマ”神戸大（シンダイ）と価値創造 コロナ禍
での挑戦”はまさに旬なテーマですよね。

谷：そうですね。登壇者の方々と打ち合わせをしながらファシ
リテーターの國部先生とも相談をして全体の方向性を決め
ていくような形で決まりました。

杉本：なるほど～。ちなみに、登壇者の方々はどのように決まっ
たんですか？

谷：神戸大学と縁があって登壇してもらいたい、という方をリ
ストアップして学長の意見なども踏まえて決定しました。

☆シンポ開催に向けて

https://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/event/2020_11_21_01.html
https://www.kobe-u.ac.jp/info/public-info/ir/index.html


杉本：VIPな登壇者の方々や先生との打ち合わせをはじめいろんな
業務がありますよね。
今までどのような業務をされてきましたか？

吉冨：私は登壇者との打合せに参加して内容をまとめ、シンポの
段取りを考えたのが大きな業務でしたかね。

杉本：とっても企画チーム感！ですね。大変かつ面白そうです。

吉冨：そうですね。新型コロナウイルス感染症拡大に伴って、当
初想定していたよりも準備が大変でしたが、面白かったこ
ととしては、このシンポジウムの開催案内を大学時代の
OBOGのグループラインに流したところ、同じフロアに同
じサークルの出身者が居たことが分かり、新たな出会いが
ありました。

杉本：業務外の仕事の醍醐味もありますよね。私はまだ３年目な
のでプロジェクトメンバーの皆さんのことも神大のことも
知らないことが多くて最初は会議すら緊張しましたけど、
知識も人脈も広がったのは大きいなあと思います。

関山：私は、最近はシンポジウムの進行表およびスタッフの役割
分担表の作成をしましたね。ZOOM参加者の申込み受付な
ども説明会班のメンバーで担当しています。

谷：僕は、学長・理事や登壇者との連絡調整、配信関係全般を
担当しています。本番では現場統括担当なので、何もしな
いで偉そうに突っ立っていられるよう頑張ります。

杉本：そうですね（笑）統括＆トラブル対応担当の谷さんが暇な
ことを私も祈ってます。

☆ビジョン発信プロジェクトの業務について

杉本：今年は昨今の情勢を鑑みてオンライン開催になりまし
たね！

谷：オンラインでの生配信についての検討は苦労しました
ねぇ。できる限り機器の構成をシンプルにする等して
トラブルに備えています。ただ、オンラインのおかげ
で様々な方から参加申込をいただけているのは非常に
良かったと思っています。

関山：私も同じ意見です。当初想定していなかった形での開
催となったため、登壇者や配信にご協力いただく方と
の調整に苦労しましたが、神戸大学HPやチラシをご覧
いただいた方々から多くの参加申し込みがあり、当日
が非常に楽しみです。

谷：当日の配信はZOOMとYouTubeの同時配信となります。
ZOOMのウェビナー機能を利用しつつ外部カメラの映像
も取り込んで配信する予定です。

☆今年の開催方法について



問い合わせ先：神戸大学財務部財務戦略課
（神戸大学ビジョン発信プロジェクト・説明会班）

E-mail ：fn-ssp＠office.kobe-u.ac.jp 
TEL ：078-803-5105

ご意見・ご感想等ございましたらお気軽にこちらまでご連絡ください♪

杉本：こんな方に参加してほしい！というのはありますか？

吉冨：どなたでも大歓迎ですが、特に今まで神戸大学から離れてしまって
いた卒業生の方に参加して欲しいです。このシンポを通じて、神戸
大学とのつながりを感じていただけると嬉しいですね。

杉本：先日も申込を頂いた方のコメントで、”今まで母校との関わりは全く
なかったが、このような時代にこそ、各方面での協力と創造性が必
要であると思っている。この度は、オンラインでこのような機会を
いただきありがたい。”というのがあってうれしかったですね。

関山：そうですね～コロナ禍に伴いやむなくオンライン配信という形での
開催とはなりましたが、自宅からでも参加できるという気軽さはあ
ると思うので、学内外問わず神戸大学に興味を持っていただいてい
る様々な方に参加していただきたいです。

谷：もう自宅で酒を飲みながらで構わないので見て下さい（笑）

杉本：では最後に！シンポの注目ポイントや意気込みなどをどうぞ！

関山：ひとまず、配信トラブル等無いよう入念に準備を行っていこうと思います。

杉本：大事ですね！

吉冨：ライブ配信で行うため、全世界へ配信されると思うと、どきどきしますよ
ね…！

谷：せっかくのイベントですので配信状況が悪かったといった感想ではなく、
シンポの中身についての感想をもらえるようにしたいと思います。

吉冨：そうですね、ライブ配信で行うため、少しの時間でも視聴していただける
とうれしいです。

関山：当日、ZOOM配信では随時質問を受け付けますので、疑問に思ったこと、
興味をもっていただいたことなどお気軽に投稿していただけたらと思い
ます。また、YouTube配信については、事前申し込み無くご覧いただけま
すので、奮ってご参加ください！

------------------------------------------------------------------------------------------------------------
いかがでしたか？

シンダイシンポはみなさまの近くの若手職員が幅広い業務を行いながら企画して
います！身近に感じていただけたら嬉しいです♪

みなさまのご参加を、お待ちしております！

☆シンダイシンポぜひご参加ください！


	ビジョン発信�プロジェクト ２０２０
	スライド番号 2
	スライド番号 3

